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利用成果報告書

成果公開有償利用

酵素内包高分子ハイドロゲル粒子およびファイバーの創成と酵素システムを用いた環境中における有害物質の除去

原子間力顕微鏡 (AFM)

ペルオキシダーゼ(HRP)をモデル酵素とし、水中での様子を観察してみた。解像度の良いイメージはできず、観察条件の最適化は必要

だと考えた。
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